
１

２

３ かでる２・７（北海道立道民活動センター）

４ 「不登校－子どものこころと親の支援－」

　　　　　　　　奈良女子大学　研究院　生活環境科学系　臨床心理学領域　教授　伊藤　美奈子　氏

講演２ 「応急処置アップデート」

　　　　　　独立行政法人　国立病院機構　旭川医療センター　臨床検査科　部長　玉川　　　進　氏

５ 「生徒健康診断等の業務の見直し～ICT活用による効率化～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道遠軽高等学校　養護教諭　石川　かおり　氏

６  ｢学校保健の課題とその対応｣
　　　　　　　　北海道教育庁学校教育局　健康・体育課　健康・体育指導係　係長　篠原　弥智　氏

Ⅱ　北海道高等学校教育研究会養護部会の運営

１ 第26回学校保健連絡協議会

期日　令和６年６月１５日（土）　東京ヒューリックカンファレンス  

２ 全国養護教諭連絡協議会　第26回研修会

期日  令和６年８月９日（金）～９月６日（金）・WEB開催

３ 全国養護教諭連絡協議会　第30回研究協議会

期日　令和７年２月１４日（金）　

会場　東京（ニッショーホール）

４ その他

会員の要請や要望により、別途審議する。

１ 総会 令和６年７月31日（水）

２ 地区幹事研究協議会 令和６年７月30日（火）

３ 事務局研究協議会 年７回

１ 令和６年度 全国養護教諭連絡協議会「基本調査」等。

２

１ 会報「高養研」第76号、第77号の発行、「事務局たより」７月30日号の発行。

２

１ 全国養護教諭連絡協議会加盟。総会・研究協議会に出席。役員選出委員として会議に出席。

２

３

Ⅵ　広報活動　

ウェブサイトの運営。

Ⅲ　研修

Ⅴ　調査・研究

その他学校保健に関すること。

Ⅳ　会議

期日

　本会は昭和61年に発足以来、高等学校に勤務する養護教諭としての資質の向上を図り、北海道の高等学校における学校保健の発
展に寄与するための活動を続けてきた。
　近年の社会環境や生活環境の急激な変化に加え、新型コロナウイルス感染症の流行により、学校が取り組む健康課題は多様化、
深刻化している。様々な現代的健康課題に適切に対応するためには、家庭や地域社会と連携して組織的に対応するための体制の充
実を図るとともに、学校教育全体を見据えて健康教育を推進していくことが重要であり、養護教諭には学校保健活動の推進に当た
り中核的な役割を果たすことが期待されている。また、より専門的な視点による個々の子どもへのきめ細やかな対応を図るための
保健室経営や、健康安全に関わる危機管理への参画など職務の充実に向けての期待が一層大きくなっている。
  本道の学校保健活動をさらに推進し、より良い健康教育の実施と課題解決のための知識と技能の充実に向け、社会の変化に対応
した実践と研鑽を積み重ねることができる研究協議会を開催し、研究実践協議を充実させるなどして、会員相互の連携や職務の充
実に努めたい。また、学校保健に関する有用な研修情報の提供を行うなどの広報活動を行い、会員の研修に貢献したい。これらの
事業を通して、養護教諭のより一層の資質向上と専門性の発展に資することを事業計画の基本方針とする。

第39回研究協議会

北海道高等学校教育研究会に役員として各会議に出席。

Ⅶ　他機関との連携

北海道高等学校安全互助会に理事として各会議に出席。

研究発表

令和６年７月30日（火）・31日（水）

（オンライン　会場のみ）

北海道高等学校養護教諭研究会　　

令和６年度 事業計画

会場

情報提供

名称

講演１

Ⅰ　研究協議会の開催　


